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１．事業概要

　　　１）事業者名及び代表者名

　　　　　　　 株式会社　大和産業
　　　　　　　 代表取締役　　　鈴田　亨

　　　２）所在地

本社　　　 　　　〒８８９－２５３３　　宮崎県日南市星倉１－１３－８

　　　　　　　 資材置場　　 〒８８９－２５３２　  宮崎県日南市板敷７８５２－１

　　　３）環境管理責任者及び事務局

EAー２１責任者　　鈴田　貴子

　　　４）連絡先

　　　　　　　 連絡担当者　　　　鈴田　貴子
TEL　     ０９８７－２５－１０３８
FAX　     ０９８７－２５－５３０４

　　　　　　　 E-mall　　daiwasangyo@titan.ocn.ne.jp
　　　　　　　
　　　５）事業活動の内容
　　　　　　　

・ 土木工事業 ・ 舗装工事業 ･ 解体工事業
・ とび・土工工事業 ・ しゅんせつ工事業
・ 石工事業 ・ 塗装工事業
・ 鋼構造物工事業 ・ 水道設備工事業

　　　６）対象範囲
　　　　　　　

・ 認証登録範囲　　　　　全組織　・　全活動
・ レポートの対象期間　2022年4月～2023年3月
・ レポートの発行日　　 2023年5月19日

　 　７）事業規模

総敷地面積（㎡）

８）推進組織図
 　　

2022
28
14
60

工事件数
2020

従業員数

項目 2021

床面積（㎡）

198
15
60

16
60

288288288

  代表者 

   鈴田 亨 

 推進責任者 

  鈴田 貴子 

  総務部 鈴田 誠   工事部 日高 一 
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２．環境方針

  私たち大和産業は、近い将来深刻化するであろう地球温暖化や

　大気汚染、そして地下資源の枯渇などを人類共通の課題と認識し、

　建設（土木）工事での事業活動における環境負担低減を図るため、

　全社一丸となって自主的・積極的に環境保全に取り組みます。

１．我社が事業を展開した結果、過去に与えた環境負荷を把握し、以下の

　　事項について、削減目標及び活動計画を定め継続的な改善に努めます。

　　　 ① 電気使用量、化石燃料使用量の節減による二酸化炭素排出量の削減

 　　  ② 建設現場や事業所から排出される廃棄物の削減・リサイクルの促進

 　　  ③ 節水活動による水使用量の削減

④グリーン購入促進によるエコ製品の積極活用

⑤環境負荷の少ない施工に努める

２．環境関連法規制を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等の要請

　　に協力します。

３．ICTを活用し建設工事の効率化を図ります。

　　活動、生物多様性の保全に努めます。

　　協力を依頼するとともに、一般に公表します。

改訂日２０２１年５月１５日
株式会社　大和産業
代表取締役　鈴田　亨

環　境　方　針
《基本方針》

《活動方針》

４．環境保全のための災害ボランティアへの積極参加や、地域での社会貢献

５．環境方針は当社全従業員に周知徹底し、関連の協力会社さまへも
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目標改訂２０２２年５月１０日 承認；鈴田

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値 ２０２２年度
(2022年4月～
2023年3月)

　２０２３年度
(2023年4月～
2024年3月）

　２０２４年度
(2024年4月～
2025年3月)

基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

事務所 2,762.4 2,679.5 2,665.7 2,651.9

現場 65,506.5 63,541.3 63,213.8 62,886.3

全体 68,268.9 66,220.9 65,879.5 65,538.2

基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

事務所 3,925.5 3,807.7 3,788.1 3,768.5

全体 3,925.5 3,807.7 3,788.1 3,768.5

基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

事務所 380.2 368.8 366.9 365.0

現場 834.2 809.2 805.0 800.8

全体 1,214.4 1,178.0 1,171.9 1,165.8

基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

現場 24,640.0 23,900.8 23,777.6 23,654.4

全体 24,640.0 23,900.8 23,777.6 23,654.4

２．廃棄物の削減
基準値比６．５％削減 基準値比７％削減 基準値比７．５％削減

事務所 58.6 54.8 54.5 54.2

全体 58.6 54.8 54.5 54.2

９５％以上 ９５％以上 ９５％以上

現場
リサイクル率９５％以上
　　(宮崎県の目標）

. 基準値比４％削減 基準値比４．５％削減 基準値比５％削減

事務所 293.4 281.7 280.2 278.7

全体 293.4 281.7 280.2 278.7

事務所 11 13 14 15

現場 3 4 4 4

全体 14 17 18 19

全体 ４回/年 ４回/年 ４回/年 ４回/年

全体

現場

現場

使用量（A)　　×

購入電力 ｋＷｈ 0.479 （kg-CO2/kWh)

ガソリン Ｌ 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 Ｌ 2.58 （kg-CO2/L)

＊基準値は「２００９年度から２０１５年度の中で最も排出量、使用量が多かったワースト５の平均
＊CO2排出係数は九州電力の２０２０年度のものを使用

排出量　　（kg-CO2）　　=

（A×B）or（A×B×C)
排出係数　　　（B)　　　　　　　　　　　　　

６、生物多様性保全推進活動
環境活動計画を徹底して実施することを目標としています。

７．環境負荷の少ない施工に努め
る

環境活動計画を徹底して実施することを目標としています。

８．化学物質の管理 環境活動計画を徹底して実施することを目標としています。

５．環境保全の取組推進

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

１．二酸化炭素排出量の削減
（ｋｇ-ＣＯ２）

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     （ｋＷｈ）

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

③軽油 使用量の削減（L）

①.　一般廃棄物の削減(kg)

②．建設副産物の
　　　リサイクル率向上（％）

３．水資源使用量の削減
（年間水資源総使用量）
          （　㎥）

４．グリーン購入の促進
        （品）

(総排出－単純焼却－最終処分） 
       総排出量 ×１００ 

環境目標 

(総排出－単純焼却－最終処分） 
       総排出量 ×１００ 
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４．主要な環境活動計画の内容

全体

事務所

現場

全体

全体

２．廃棄物の削減

全体

現場

全体

事務所

現場

全体

事務所

現場

全体

全体

全体

現場

現場

１．二酸化炭素排出量の削減
（kg-CO2)

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区
　　　２０２２年度の活動計画　　　　　　

活動内容

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     （ｋＷｈ）

事務所 ①照明を順次LEDに換えていく
②エアコンの節電（手順書参考）
③クールビズ、ウォームビズの徹底

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

①エコドライブの徹底
②相乗りの推進
③効率よく行動（二度手間をさける）

③軽油 使用量の削減
（L）

現場 ①エコドライブの徹底
②低排出型の重機を使用
③効率よく行動する（二度手間をさける）

①.　一般廃棄物の削減
 
              (kg)

事務所
①ゴミの分別
②古紙のリサイクル

②．建設副産物の
　　　リサイクル率向上

①マニフェストの印鑑確認
②マニフェストの交付年月日及び交付番号の確認

３．水資源使用量の削減
（年間水資源総使用量）
          （㎥）

①洗い物、手洗いの節水
②雨水の利用

４．グリーン購入の促進
        （品）

①コピー用紙、トイレットペーパー、名刺等再生紙への転換を進
める
②商品購入時はエコ対象品の有無確認をして購入

８．化学物質の管理 ①購入量の把握と保管管理の徹底

５．環境保全の取組推進 ①事務所周辺現場周辺の清掃活動
②地域ボランティア活動参加

６、生物多様性保全推進活動 ①河原や森林など決められた場所以外に車を乗り入れしない
②建設現場及び周辺の自然環境を把握する

７．環境負荷の少ない施工に努め
る

①必要以上に掘削や床堀をしない
②残った生コンの適正処分
③ICTを活用し建設工事の効率化を図る

 

(総排出－単純焼却－最終処分） 
        
               総排出量 

×１００ 
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エコアクション２１を運用した２０２２年度（２０２２年４月～２０２３年３月）
における環境目標に対する実績は次の通りです。
２００９年度から２０１８年度の取り組みの結果から目標値を設定しています。

実施区
２０２２年度
(2022年4月～2023
年3月）目標

２０２２年度
(2022年4月～2023
年3月実績

達成率

事務所 2679.5 2618.5 102.3% ○

現場 63541.3 87221.7 72.9% ×

全社 66220.8 89840.2 73.7% ×

事務所 3807.7 4081.0 93.3% ×

事務所 368.8 286.09 128.9% ○

現場 809.2 990.7 81.7% ×

全社 1178.0 1276.79 92.3% ×

現場 23900.8 32916 72.6% ×

全社 54.8 42.3 129.6% ○

現場 95％以上 97.1% 102.2% ○

事務所 281.7 294.0 95.8% ×

事務所 13.0 17.0 130.8% ○

現場 4.0 4.0 100.0% 〇

全車 17 21 123.5% ○

全社 4回以上／年 12 300.0% ○

全社
環境活動計画
の徹底実施

環境活動計画
の徹底実施

○

現場
環境活動計画
の徹底実施

環境活動計画
の徹底実施

○

現場
環境活動計画
の徹底実施

環境活動計画
の徹底実施

○

＊軽油の燃費は２トンダンプ車、４トンダンプ、ユニックの三台の平均値

＊建設副産物のリサイクル率は（総排出量－単純焼却－最終処分）÷総排出量×１００

＊九州電力の2020年度実績　CO²排出クレジット反映後を使用（0.479）

＊2022年度の現場購入電力、全社灯油、全社LPGを含む二酸化炭素総排出量は91720.22ｋｇ-C０²でした。

５．環境目標の実績

取組み項目
（目標項目）（単位）

７．環境負荷の少ない施工
　　　　　　　　に努める

１
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（

Ｃ
Ｏ
２
削
減
）

２
廃
棄
物
の
削
減

①.一般廃棄物の削減
　　　　　(kg)

②．建設副産物の

　　リサイクル率向上

③軽油使用量の削減
（L）

二酸化炭素排出量の削減
（kg-CO2）

６．生物多様性
　　　　　保全推進活動

①電気使用量の削減
　　　　（kWh）

②ガソリン使用量の削減
　　　　（Ｌ）

３．水資源使用量の削減
　　　　　（m3）

５．環境保全の取組推進
（ボランティア実施回数)

水資源使用
料以外の項
目はすべて
目標達成。
水の使用量
の達成率が
低い期間は
所道具（ブ
ルーシート
や養生マッ
ト）の清掃
によるもの
で原因が
はっきりし
ているため
特に問題視
していな
い。

評価
（１００％以上○、未満×）

昨年度は事
務所は未達
だったが、
今年度は達
成した。エ
アコン使用
期間の節電
によるもの
と思われ
る。現場は
工事量に左
右されるた
め、達成率
は低い。

４．グリーン購入の促進
（品）

８．化学物質の管理
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取組項目 活 動 内 容 評価

〇

①照明を順次LEDに変えていく －

②エアコンの節電（フィルター掃
除、扇風機併用、等）

○

③クールビズ、ウォームビズの徹
底

〇

①エコドライブの徹底 ○

②相乗りの推進 ○

③効率よく行動（二度手間をさけ
る） ○

①エコドライブの徹底 ○

②低排出型の重機を使用 ○
③効率よく行動（二度手間をさけ
る） ○

①ゴミの分別 ○

②古紙のリサイクル ○

①マニフェストの印鑑確認 ○

②マニフェスト交付年月日、交付
番号の確認 ○

①洗い物、手洗い時の節水 ○

②雨水の利用 ○

①コピー用紙、トイレットペー
パー等の再生紙への転換を進める

②商品購入時はエコ対象品の有無
確認をして購入

①事務所、現場周辺の清掃活動 〇

②地域ボランティア活動参加 〇

①河原や森林など決められた場所
以外に車を乗り入れしない 〇

②建設現場及び周辺の自然環境を
把握する

○

①必要以上に掘削や床堀をしない ○

②残った生コンの適正処分 ○

③ICTを活用し建設工事の効率化を
図る

○

化学物質の管
理

①購入量の把握と保管管理の徹底 ○

６．主要な環境活動計画の取り組み結果と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その評価

目標達成。よく活動できている。

環境負荷の少
ない施工に努
める

建設副産物リ
サイクル率向
上

水資源使用量
の削減

グリーン購入
の促進

本年度も地域ボランティア活動等に積極的に参加でき、目
標を達成できた。

環境保全の取
組推進

生物多様性保
全推進活動

電気使用量の
削減

軽油燃料使用
量の削減

一般廃棄物の
削減

CO2排出量の削減

取り組み結果とその評価

ガソリン使用
量の削減

相乗りはもちろんのこと積極的に取り組んでおり評価する。

活動内容以外にも各自で出来ることを実行したが、今年は
目標未達成となった。しかし、各自で積極的な活動の取り組
みができていたので評価する。

（評価判定基準）　良く活動できた○、出来なかった×、該当なし－

本年度も目標達成できた。非常によく活動できた。

電気使用の削減について、扇風機を併用することでエアコンの設定温度を下げ
すぎることを防ぎ、ブラインドを下げて日差しを遮ることで室温の上昇を抑えた。ま
た、直射日光が当たらないよう室外機に日よけをするなど環境活動以外にも積極
的に取り組んでいた。
照明は解体現場からまだ使える蛍光灯を持ち帰ったものを使用しているためLED
購入に至っていない。
。目標達成はできなかったが活動自体は非常によく取り組めている。

今年度は現場のガソリン同様、軽油使用量の削減は目標達
成することができなかった。工事内容で軽油使用量は大きく
左右されるが今後も燃費の把握等により活動を継続し二酸
化炭素軽減に努めたい。よく活動できている。

今年度も目標達成でき、昨年度に引き続きよく取り組めた。

目標達成できた。建設副産物のリサイクルに関しては、当社
は殆どが公共工事であり、設計仕様、再生資源利用計画、
利用促進計画等に基づいて厳正に対処している。

本年度も非常によく活動に取り組めたが、清掃等による水の
使用量が増えたため目標達成にはいたっていない。

本年度も目標を達成することが出来た。今後もひきつづき取
り組んでいく。

目標達成。これらの活動も積極的に取り組めている。今後も
継続して活動していく。

〇
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取組項目 活 動計画 内 容

①照明を順次LEDに変えていく

②エアコンの節電（フィルター掃除、扇風機併用、等）

③クールビズ、ウォームビズの徹底

①エコドライブの徹底

②相乗りの推進

③効率よく行動（二度手間をさける）

①エコドライブの徹底

②低排出型の重機を使用

③効率よく行動（二度手間をさける）

①ゴミの分別

②コピー用紙の裏紙再利用

①マニフェストの印鑑確認

②マニフェスト交付年月日、交付番号の確認

①水使用時の節水

②雨水の活用（花の水やり）

①コピー用紙、トイレットペーパー、名刺など再生紙への転換を進め
る

②商品購入時はエコ対象品の有無確認をして購入

①事務所、現場周辺の清掃活動

③地域ボランティア活動参加

①河原や森林など決められた場所以外に車を乗り入れしない

②建設現場等周辺の自然環境等の状態を把握する

①必要以上に掘削や床堀をしない

②残った生コンの適正処分

③ICTを活用し建設工事の効率化を図る

化学物質の管理 ①購入量の把握と保管管理の徹底

７．次年度の取り組み内容

環境保全の取組推進

生物多様性保全推進活動

環境負荷の少ない施工に努める

建設副産物リサイクル率向上

水資源使用量の削減

グリーン購入の促進

ガソリン使用量の削減

軽油燃料使用量の削減

一般廃棄物の削減

CO2排出量の削減

電気使用量の削減
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目標改訂２０２２年７月１日 承認；鈴田

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値 ２０２２年度
(2022年4月～
2023年3月)

　２０２３年度
(2023年4月～
2024年3月）

　２０２４年度
(2024年4月～
2025年3月)

基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

事務所 2,762.4 2,679.5 2,665.7 2,651.9

現場 65,506.5 63,541.3 63,213.8 62,886.3

全体 68,268.9 66,220.9 65,879.5 65,538.2
基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

事務所 3,925.5 3,807.7 3,788.1 3,768.5

現場 5,261.0 5,103.2 5,076.9 5,050.6

全体 9,186.5 8,910.9 8,865.0 8,819.0
基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

事務所 380.2 368.8 366.9 365.0

現場 834.2 809.2 805.0 800.8

全体 1,214.4 1,178.0 1,171.9 1,165.8

基準値比３％削減 基準値比3.5％削減 基準値比4％削減

現場 24,640.0 23,900.8 23,777.6 23,654.4

全体 24,640.0 23,900.8 23,777.6 23,654.4

２．廃棄物の削減
基準値比６．５％削減 基準値比７％削減 基準値比７．５％削減

事務所 58.6 54.8 54.5 54.2

全体 58.6 54.8 54.5 54.2

９５％以上 ９５％以上 ９５％以上

現場
リサイクル率９５％以上
　　(宮崎県の目標）

. 基準値比４％削減 基準値比４．５％削減 基準値比５％削減

事務所 293.4 281.7 280.2 278.7

全体 293.4 281.7 280.2 278.7

事務所 11 13 14 15

現場 3 4 4 4

全体 14 17 18 19

全体 ４回/年 ４回/年 ４回/年 ４回/年

全体

現場

現場

使用量（A)　　×

購入電力 ｋＷｈ 0.479 （kg-CO2/kWh)

ガソリン Ｌ 2.32 （kg-CO2/L)

軽油 Ｌ 2.58 （kg-CO2/L)

＊基準値は「２００９年度から２０１５年度の中で最も排出量、使用量が多かったワースト５の平均
＊CO2排出係数は九州電力の２０２０年度のものを使用

③軽油 使用量の削減（L）

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

１．二酸化炭素排出量の削減
（ｋｇ-ＣＯ２）

①電気使用量の削減
　（総電気使用）
     （ｋＷｈ）

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

①.　一般廃棄物の削減(kg)

②．建設副産物の
　　　リサイクル率向上（％）

３．水資源使用量の削減
（年間水資源総使用量）
          （　㎥）

４．グリーン購入の促進
        （品）

５．環境保全の取組推進

環境活動計画を徹底して実施することを目標としています。

７．環境負荷の少ない施工に努め
る

環境活動計画を徹底して実施することを目標としています。

８．化学物質の管理 環境活動計画を徹底して実施することを目標としています。

排出量　　（kg-CO2）　　=

（A×B）or（A×B×C)
排出係数　　　（B)　　　　　　　　　　　　　

６、生物多様性保全推進活動

環境目標 

(総排出－単純焼却－最終処分） 
       総排出量 ×１００ 



廃棄物処理法、リサイクル法、建設リサイクル法、フロン排出抑制法、家電リサイクル
法、小型家電リサイクル法、大気汚染防止法、オフロード法、騒音規制法、振動規制
法、浄化槽法

当社の事業に関係する環境関連法規の順守状況を確認した結果、違反はありません
でした。
また、関係当局からの指摘、及び地域住民からの訴訟もありませんでした。
改訂された関連法規等は、EA２１事務局が定期的に日建連のURLで確認しています。
現場での遵守状況は、安全パトロール中や安全会議時などチェック表で遵守しているこ
とを確認しています。

⑤マネジメントシステム全般
について

③取り組み状況の確認及び問
題点の是正について

方針等変更はしない

主な環境関連法規

９．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価、結
果　並びに違反、訴訟の有無

なし

８．代表者による全体評価と見直しの結果

引き続き環境関連法規等は常に最
新情報を把握して順守すること

全体的に非常に良く活動できてい
る。今後も活動計画以外にも出来る
ことは取り組んでいく。

今年度も電気、ガソリン、軽油が目
標未達成だったが、原因がはっきり
しており必然的なことなので特に問
題はない。よく活動できている。

④環境コミュニケーションにつ
いて（苦情、クレーム、要望対

応について）
継続して積極的に取り組んでいく。

評価見直し事項 前回の指示への取組結果

前回の指示→活動計画以外にもできる
ことは取り組んでいく。

取組の結果→近場の現場では徒歩、自
転車を使用し、二酸化炭素排出の削減。
夏場は室内の温度上昇を少しでも和らげ
るためにブラインドで遮光していた。エア
コン使用時は扇風機を併用していた。

今回の評価及び代表
者による指示事項

②環境関連法規等のとりまと
め及び遵守状況について

①環境目標及び環境活動計
画について

前回の指示→遵守の徹底、管理。関連
法規はネットで毎月確認している。又、順

守状況も毎月確認評価。

指示なし

ボランティア活動等に積極的に参加でき
た。
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